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新年のご挨拶

新年あけまして
おめでとうございます。

院長 魚住 祥二郎

地域の皆さまには、日頃より大宮中央総合病院に温かいご支援を賜
り、心より感謝申し上げます。
2025年は、多くの新しい仲間を迎え、病院として大きく前進した一

年となりました。脳神経外科外来や、脳卒中対応へ体制の整備が進み、
地域の皆さまにより幅広い専門医療を提供できるようになりました。
また、救急医療では24時間365日、積極的な受け入れを続け、多くの患
者さんを支えることができました。
外来患者数の増加や病棟の高い稼働率は、地域の皆さまから寄せら

れる「信頼され、安心を届ける地域の中核病院であり続ける」という
当院の理念が、着実に形となりつつある証であると感じております。
これも、職員一人ひとりの努力と、職種を超えた連携の積み重ねによ
るものです。
2026年は、6月に予定されている「病院機能評価」の受審に向け、マ

ニュアル整備や院内体制の見直し、システムの構築など、病院全体で
準備を進めています。これらの取り組みは、患者さんにより安心して
いただける医療環境を整えるための大切な一歩です。
そして当院は、「自分たちの病院は自分たちで創る」という姿勢を

大切にしております。職員一人ひとりが主体となり、地域医療を支え
る病院づくりに力を尽くしてまいります。
本年も、大宮中央総合病院をどうぞよろしくお願い申し上げます。

皆さまにとって健やかで穏やかな一年となりますよう心よりお祈り申
し上げます。
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A E Dについて
公共施設やデパートなど、多くの施設で設置が
進んでいる「AED」。いざという時に備えて知識を
身につけましょう。

AED（自動体外式除細動器）とは
心臓が止まりかけた人に電気ショックを与え心臓を正常に動かすための機械です。
呼びかけに反応がない場合や、正常な呼吸でない場合はAEDの使用が考えられます。
※基本は 迷ったら、AEDを持ってくる です！

【AEDの使用方法】

①電源を入れると音声が流れます
※フタを開けると自動で電源が入る
機種もあり

②右胸の上と左胸の下へ
パッドを貼る
※貼る際は肌に直接ある事と
金属アクセサリーや下着のワイ
ヤーが触れないよう注意

③ショックが必要と判断した
場合のみボタンが光ります

※ボタンを押す前に、周囲へ
「離れて！」と声をかけて患者に
触れないよう周知します。

ショックが必要ないときは作動しません。引き続き心臓マッサージを行いましょう。AEDから鳴る［ピッ！ ピッ！ 」
の音に合わせて心臓マッサージを行います。

・AEDは操作方法を音声でガイドしてくれるため、簡単に使用することができます。
焦らず指示を聞くことが大切です。

【私たちのお仕事紹介～薬剤師編～】
私たちは、患者さんに「安心してお薬の治療を受けてもらうこと」を支える専門職です。薬の準備だけでなく、
医師・看護師・その他の医療スタッフと連携しながら、安全な薬物治療をサポートしています。

調剤・監査

医師の処方を見て、薬の量や飲み合わせ、副作用のリスクなどを丁寧にチェックします。患者さんに薬が
渡る前の大切な安全確認です。

入院患者さんへのヒアリングや検査値から薬の効果・副作用を確認し、適切な治療ができているかを見
守ります。必要に応じて医師へ処方提案をしたり、病棟スタッフと情報を共有したりして、治療の質向上に
貢献しています。

お薬の飲み方や使用上の注意点をわかりやすく説明し、安心して治療を続けられるようサポートします。
退院後も困らないよう、退院時には生活面も含めたフォローをします。

病院内で使う薬の在庫管理、使用期限の確認、保管方法のチェック
を行い、安全で安定した薬の提供を裏側から支えています。

病棟での薬物治療サポート

服薬指導

薬の管理

その他にも様々な業務に携わっております。
お薬のことなら何でも私達にご相談ください。


